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２
月
定
例
県
議
会
は
、２
月
18
日
か
ら
３
月
17

日
ま
で
の
28
日
間
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、会
派
を
代
表
し
て
４
名
の
議
員
が
代

表
質
問
を
、13
名
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
、新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
や
、農
林
水
産
業

の
振
興
、デ
ジ
タ
ル
化
な
ど
、県
政
全
般
の
幅
広
い

分
野
に
つ
い
て
、活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、開
会
日
の
本
会
議
で
は
、知
事
よ
り
、総

額
六
千
二
百
五
十
五
億
五
百
万
円
の「
令
和
３
年

度
宮
崎
県
一
般
会
計
予
算
」な
ど
、89
件
の
知
事
提

出
議
案
が
提
案
さ
れ
、各
常
任
委
員
会
で
付
託
さ

れ
た
議
案
の
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。そ
し
て
、３

月
８
日
に
は
、「
副
知
事
の
選
任
の
同
意
に
つ
い
て
」

な
ど
の
議
案
が
追
加
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

閉
会
日
に
は
、

県
政
の
重
要
課

題
に
つ
い
て
、一
年

間
か
け
て
調
査
を

行
っ
た
３
つ
の
特

別
委
員
会
の
委

員
長
に
よ
る
報

告
が
行
わ
れ
、県

当
局
に
対
し
て

提
案
や
要
望（
４

ペ
ー
ジ
参
照
）が

な
さ
れ
ま
し
た
。

２月定例県議会２月定例県議会

※
２
月
定
例
会
の
結
果
に

つ
い
て
は
、次
回
６
月
号

に
掲
載
し
ま
す
。

２
月
定
例
県
議
会
の
概
要

令和３年度宮崎県一般会計予算　
令和２年度宮崎県一般会計補正予算（第14号・第15号）
  補正後の一般会計予算規模･･･約7,443億円
  　うち新型コロナウイルス感染症対策･･･約915億円
副知事の選任の同意について
宮崎県新型コロナウイルス感染症対策利子補給
等基金条例
宮崎県東京オリンピック・パラリンピック事前合
宿等新型コロナウイルス感染症対策基金条例

・
・

・
・

・

主な知事提出議案

〔　　　　　　　　　　　〕

議員提案による「宮崎県木材利用促進条例」を制定
　令和３年２月定例会において、「宮崎県木材利用促進条例」が成立し、公布の日から施
行されました。
　この条例は、議員が政策実現のために提案したもので、本県議会においては、10件目
の政策条例となります。

　 本県においては、先人による積極的な植林や適切な管理が行われてきた結果、全国
に先駆けて人工林資源が充実している状況にある一方で、林業採算性の低下等により、
手入れの行き届かない森林の増加がみられ、森林の多面的機能の低下が懸念されてい
ます。
　このため、宮崎県産木材の利用の促進を通して、本県林業の持続的発展や豊かな県民生活の実現などに寄与することを
目的として、条例を制定することとしました。

　 条例では、県産木材の利用を促進するための県の責務や森林所有者、林業事業者等及び県民の役
割を明らかにするとともに、県産木材の利用の促進に関する施策の基本となる事項を定めています。
　この条例を契機として、県産木材を利用する気運が高まり、森林の有する多面的機能の発揮、脱炭素
社会の実現及び持続可能な循環型社会の構築につながることが期待されます。　　

条例制定の経緯等

条例の概要

【公共施設での県産材利用：都城市立図書館】

条例は、こちらから
ご覧いただけます。
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田
た

口
ぐち

 雄
ゆう

二
じ

濵
はま

砂
すな

　 守
まもる

重
しげ

松
まつ

幸
こう

次
じ

郎
ろう

日
ひ

高
だか

 博
ひろ

之
ゆき

佐
さ

藤
とう

 雅
まさひろ

洋

右
みぎまつ

松 隆
たかひろ

央

議  員

議  員

議  員

議  員

議  員

議  員

県民連合宮崎 
延岡市選出

宮崎県議会自由民主党
西都市・西米良村選出

公明党宮崎県議団
宮崎市選出

宮崎県議会自由民主党
日向市選出

宮崎県議会自由民主党
西臼杵郡選出

宮崎県議会自由民主党
宮崎市選出

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
に
つ
い
て

人
権
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

教
員
免
許
状
更
新
講
習
対
象
者
の
負
担
軽
減
に
つ
い
て

宮
崎
県
・
市
町
村
被
災
者
生
活
再
建
支
援
制
度
に
つ
い
て

コ
ロ
ナ
禍
の
中
核
医
療
機
関
・
県
立
病
院
の
機
能
充
実
に
つ
い
て

コ
ロ
ナ
対
応
で
医
療
従
事
者
の
派
遣
協
力
し
や
す
い
環
境
を

　

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
に
つ
い
て
の
知
事
の
考

え
を
伺
い
た
い
。

　

知
事　
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
よ
る
差
別
や
不
平

等
を
解
消
し
、多
様
な
生
き
方
を
選
択
で
き

る
社
会
を
築
く
こ
と
は
、大
変
重
要
。県
で

は
、市
町
村
等
と
緊
密
に
連
携
し
、県
民
意

識
啓
発
や
女
性
活
躍
の
場
を
広
げ
る
取
組

を
進
め
、一
定
の
成
果
は
見
ら
れ
る
が
、依
然

様
々
な
課
題
が
あ
る
。県
と
し
て
は
、今
後

も
男
女
共
同
参
画
に
係
る
施
策
に
積
極
的

に
取
り
組
み
、男
女
が
互
い
に
人
権
を
尊
重

し
、個
性
と
能
力
を
十
分
に
発
揮
し
な
が
ら
、

安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
社
会
づ
く

り
に
努
め
る
。

　
コ
ロ
ナ
感
染
者
等
に
対
す
る
誹
謗
中
傷

な
ど
様
々
な
人
権
問
題
が
あ
る
が
、県
民

が
人
権
を
尊
重
し
合
い
、差
別
や
偏
見
の

な
い
社
会
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
た
め

の
条
例
を
制
定
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　

知
事　
コ
ロ
ナ
を
始
め
と
し
て
、女
性
や

子
ど
も
へ
の
暴
力
、差
別
的
な
言
動
な
ど

多
く
の
人
権
問
題
が
あ
る
。あ
ら
ゆ
る
差

別
や
偏
見
を
解
消
し
、誰
も
が
自
分
ら
し

く
生
き
て
い
け
る
社
会
づ
く
り
が
一
層
重

要
と
な
っ
て
い
る
。こ
う
し
た
理
念
を
共
有

し
、基
本
的
施
策
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

は
大
変
意
義
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
、条

例
の
制
定
に
つ
い
て
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

　

更
新
講
習
の
負
担
軽
減
の
た
め
、県
教

育
委
員
会
と
し
て
何
か
取
り
組
む
こ
と
は

で
き
な
い
か
。

　

教
育
長　

教
員
免
許
状
更
新
講
習
に
つ

い
て
は
、必
要
な
講
習
が
30
時
間
以
上
に

な
る
た
め
、２
週
間
程
度
の
期
間
を
費
や

す
な
ど
、大
き
な
負
担
に
な
っ
て
い
る
と
認

識
し
て
い
る
。県
教
育
委
員
会
と
し
て
は
、

現
在
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上

げ
、令
和
４
年
度
か
ら
の
実
施
を
め
ざ
し
て
、

既
存
の
研
修
を
更
新
講
習
の
講
座
と
し
て

認
定
す
る
こ
と
で
、現
職
教
員
の
負
担
軽

減
に
向
け
た
検
討
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

　

国
の 

被
災
者
生
活
再
建
支
援
制
度
で

は
住
家
全
壊
の
場
合
等
に
最
大
３
０
０
万

円
の
支
援
が
受
け
ら
れ
る
が
、支
援
の
対
象

外
と
な
る
被
災
者
に
対
し
て
独
自
の
支
援

策
を
検
討
で
き
な
い
の
か
。

　

知
事　

国
の
制
度
で
は
居
住
す
る
市
町

村
の
被
災
状
況
に
よ
り
支
援
の
差
が
生
じ

る
等
の
課
題
が
あ
る
。こ
の
た
め
、支
援
対

象
外
と
な
る
市
町
村
の
被
災
世
帯
へ
の
生

活
再
建
を
支
援
す
る
仕
組
み
を
作
る
た
め
、

市
町
村
や
関
係
機
関
と
具
体
的
な
協
議
を

進
め
て
い
る
。協
議
が
整
い
次
第
、支
援
対

象
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
を
速
や
か
に
公
表
す

る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
県
立
延
岡
病
院
の
現

状
と
今
後
の
取
組
に
つ
い
て
伺
う
。

　

病
院
局
長　

延
岡
病
院
で
は
、コ

ロ
ナ
感
染
症
に
対
し
、地
域
の
医
療

機
関
と
連
携
、機
能
分
担
し
な
が
ら

重
症
や
中
等
症
患
者
を
中
心
に
治

療
を
行
っ
て
い
る
。ま
た
、本
年
４
月

か
ら
患
者
を
搬
送
し
な
が
ら
治
療
が

可
能
と
な
る
救
急
車
タ
イ
プ
の
ド
ク

タ
ー
カ
ー
を
導
入
予
定
で
あ
り
、運

行
範
囲
を
西
臼
杵
地
区
を
含
め
広
範

囲
に
拡
大
す
る
こ
と
で
、県
北
地
域

の
救
急
医
療
の
一
層
の
充
実
に
寄
与

し
て
い
く
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
も
医
療
体
制
を
守
る

た
め
に
医
師
や
看
護
師
の
派
遣
に
協

力
す
る
医
療
機
関
に
対
し
、給
与
や

業
務
負
担
の
支
援
費
を
補
助
し
協
力

し
や
す
く
な
る
制
度
の
構
築
を
求
め

た
い
。

　

福
祉
保
健
部
長　

医
療
機
関
へ
の

支
援
制
度
を
活
用
し
今
般
１
医
療
機

関
に
補
助
を
行
っ
た
が
、今
後
感
染

が
拡
大
す
れ
ば
更
に
派
遣
ニ
ー
ズ
は

高
ま
る
と
認
識
し
て
い
る
。来
年
度

も
１
億
７
千
万
円
余
を
予
算
措
置
し
、

コ
ロ
ナ
対
応
に
お
い
て
更
な
る
派
遣

を
推
進
し
て
い
く
。

答

答

答

答

答

答

問

問

問

問

問

問

日
ひ

髙
だか

 利
とし

夫
お

来
らいじゅう

住 一
かずひと

人

議  員

議  員

宮崎県議会自由民主党
東諸県郡選出

日本共産党宮崎県議会議員団
都城市選出

綾
北
川
の
濁
水
対
策
に
つ
い
て

コ
ロ
ナ
危
機
に
関
連
し
て

　

年
平
均
約
15
万
㎥
の
土
砂
が
堆
積

す
る
田
代
八
重
ダ
ム
の
対
応
に
つ
い

て
伺
い
た
い
。

　

県
土
整
備
部
長　

ダ
ム
の
治
水
機

能
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
た
め
、緊

急
的
に
河
川
や
ダ
ム
等
の
堆
積
土
砂

を
撤
去
で
き
る「
緊
急
浚
渫
推
進
事

業
」を
活
用
し
取
り
組
ん
で
い
る
。現

在
、撤
去
し
た
土
砂
を
処
分
す
る
た

め
の
土
捨
場
の
測
量
や
関
係
機
関
と

保
安
林
解
除
の
協
議
を
進
め
て
お
り
、

こ
れ
ら
の
必
要
な
手
続
き
等
を
早
期

に
完
了
さ
せ
、工
事
に
着
手
す
る
。

　

高
齢
者
施
設
職
員
へ
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

等
の
社
会
的
検
査
の
実
施
を
。

　

福
祉
保
健
部
長　

感
染
状
況
を

注
視
し
、感
染
者
が
増
加
し
つ
つ
あ
る

際
の
施
設
職
員
の
検
査
等
、感
染
者

の
早
期
探
知
に
努
め
る
。

　

生
活
保
護
の
申
請
の
カ
ベ
と
な
っ

て
い
る
義
務
で
も
な
い 

扶
養
照
会
は

や
め
る
べ
き
で
は
。

　

福
祉
保
健
部
長　

今
後
と
も
関

係
法
令
等
に
従
い
、保
護
制
度
を
適

切
に
運
用
す
る
と
と
も
に
、個
々
の
要

保
護
者
に
寄
り
添
っ
た
丁
寧
な
対
応

に
努
め
る
。

答

答答

問

問問

代 表 質 問

一 般 質 問

各会派を代表する議員の主な質問と答弁の要旨を紹介します。
代表質問の模様は、県議会のホームページの議会中継（録画）
でご覧いただけます。

各議員の主な質問と答弁の要旨を紹介します。
一般質問の模様は、県議会のホームページの議会中継（録画）
でご覧いただけます。

※１

※２
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岩
いわきり

切 達
たつ

哉
や

議  員

県民連合宮崎 
宮崎市選出

中
核
市
に
よ
る
児
童
相
談
所
設
置
に
つ
い
て

　

児
童
相
談
所
の
体
制
強
化
に
は
、

中
核
市（
宮
崎
市
）が
児
童
相
談
所
を

設
置
す
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
が
、

県
の
所
見
は
。

　

福
祉
保
健
部
長　

中
核
市
で
は
関

係
部
門
と
の
連
携
に
よ
り
一
貫
し
た

施
策
実
施
が
可
能
で
、き
め
細
か
な

支
援
提
供
が
期
待
さ
れ
る
。国
も
財

政
面
等
の
支
援
を
拡
充
し
、現
在
国

内
で
は
３
市
が
設
置
し
て
い
る
。県
と

宮
崎
市
は
虐
待
対
応
等
で
連
携
し
て

い
る
が
、中
核
市
に
お
け
る
設
置
に
向

け
た
協
議
も
引
き
続
き
行
っ
て
い
く
。

答 問

窪
くぼぞの

薗 辰
たつ

也
や

議  員

宮崎県議会自由民主党
小林市・西諸県郡選出

「
２
０
５
０
年
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
社
会
づ
く
り
」に
向
け
て

　

本
県
に
お
け
る
２
０
５
０
年
の
温

室
効
果
ガ
ス
排
出
量
の
見
込
み
と
今

後
の
取
組
に
つ
い
て
伺
う
。

　

環
境
森
林
部
長　

温
室
効
果
ガ

ス
排
出
量
は
、二
酸
化
炭
素
換
算
で

２
０
１
７
年
度
約
１
０
５
９
万
ト
ン

で
、人
口
減
少
に
伴
い
２
０
５
０
年
に

は
約
８
５
０
万
ト
ン
に
な
る
と
推
計
。

今
後
、再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導

入
拡
大
や
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
、森

林
等
吸
収
量
の
確
保
に
取
り
組
む
こ

と
に
よ
り
、温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出

量
を
実
質
ゼ
ロ
に
し
て
い
き
た
い
。

答 問

坂
さかもと

本 康
やすろう

郎

太
おお

田
た

 清
せい

海
かい

外
と

山
やま

　 衛
まもる

蓬
ふつはら

原 正
まさ

三
み

日
ひ

髙
だか

 陽
よう

一
いち

中
なか

野
の

 一
かず

則
のり

図
ず

師
し

 博
ひろ

規
き

議  員

議  員

議  員

議  員

議  員

議  員

議  員

公明党宮崎県議団
宮崎市選出

県民連合宮崎 
延岡市選出

宮崎県議会自由民主党
日南市選出

宮崎県議会自由民主党
北諸県郡選出

宮崎県議会自由民主党
宮崎市選出

宮崎県議会自由民主党
えびの市選出

無所属の会　チームひむか
児湯郡選出

障
が
い
者
手
帳
の
カ
ー
ド
化
に
つ
い
て

親
子
連
れ
投
票
に
つ
い
て

本
県
産
焼
酎
の
輸
出
拡
大
の
取
組
に
つ
い
て

自
転
車
競
技
場
の
改
修
に
つ
い
て

第
12
回
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
に
つ
い
て

農
業
経
営
収
入
保
険
へ
の
加
入
支
援
に
つ
い
て

小
規
模
高
校
を
守
る
た
め
に
！

　

カ
ー
ド
化
に
向
け
て
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
伺
い
た
い
。

　

福
祉
保
健
部
長　

障
が
い
者
手

帳
は
、紙
の
た
め
損
傷
し
や
す
い
、携

帯
に
不
便
な
ど
の
ご
意
見
が
あ
り
、

カ
ー
ド
化
を
望
む
声
が
あ
る
こ
と
は

承
知
し
て
い
る
。一
方
で
、記
載
で
き

る
情
報
量
が
制
約
さ
れ
る
こ
と
や
、

相
当
額
の
経
費
を
要
す
る
と
も
伺
っ

て
い
る
。耐
久
性
や
持
ち
運
び
や
す
さ

以
外
の
メ
リ
ッ
ト
や
想
定
さ
れ
る
デ

メ
リ
ッ
ト
等
も
含
め
、他
県
と
情
報

交
換
し
な
が
ら
検
証
し
て
ま
い
り
た

い
。

　

親
子
連
れ
投
票
の
対
象
拡
大
の
経

緯
と
県
の
考
え
を
伺
う
。

　

選
挙
管
理
委
員
長　

親
の
投
票
を

子
ど
も
に
見
せ
る
こ
と
が
啓
発
に
つ

な
が
り
、将
来
有
権
者
と
な
る
際
、投

票
に
行
き
や
す
く
な
る
こ
と
等
を
期

待
し
、法
改
正
さ
れ
た
。国
の
調
査
で

は
具
体
的
な
効
果
が
確
認
さ
れ
、県

も
選
挙
の
際
に
周
知
を
図
っ
て
い
る
。

最
近
は
、親
世
代
の
投
票
率
も
低
下

し
て
い
る
た
め
、子
ど
も
の
社
会
参

加
の
た
め
に
も
、ぜ
ひ
家
族
で
投
票
に

行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

海
外
と
の
取
引
拡
大
に
向
け
今
後

ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

　

商
工
観
光
労
働
部
長　

海
外
渡

航
制
限
の
中
、情
報
発
信
等
を
行
い
、

香
港
や
上
海
、欧
米
で
の
焼
酎
の
認

知
度
向
上
に
努
め
て
い
る
。昨
年
12

月
、国
の
農
林
水
産
物
・
食
品
の
輸
出

拡
大
実
行
戦
略
の
中
で
、本
格
焼
酎

が
重
点
品
目
に
選
定
さ
れ
た
こ
と
は

今
後
へ
の
大
き
な
弾
み
に
な
る
。今
後

も
国
、ジ
ェ
ト
ロ
等
と
の
連
携
を
更
に

深
め
、渡
航
再
開
後
の
速
や
か
な
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
に
向
け
て
取
り
組

む
。

　

第
81
回
国
ス
ポ
大
会
に
向
け
た
県

総
合
運
動
公
園
自
転
車
競
技
場
の
改

修
方
針
を
伺
い
た
い
。

　

教
育
長　

競
技
場
を
調
査
し
た
結

果
、走
路
面
の
亀
裂
や
沈
下
の
拡
大

等
の
劣
化
、走
路
の
幅
員
や
外
柵
等

の
基
準
を
満
た
さ
な
い
箇
所
が
確
認

さ
れ
、抜
本
的
な
改
修
が
必
要
と
考

え
る
。維
持
管
理
等
を
含
め
た
経
済

性
、競
技
力
向
上
や
合
宿
誘
致
な
ど

で
の
有
効
性
を
考
慮
し
、現
行
の
１

周
４
０
０
ｍ
か
ら
３
３
３
・３
３
ｍ
走

路
で
の
改
修
を
予
定
し
て
い
る
。

　

共
進
会
へ
の
意
気
込
み
は
。

　

知
事　

県
内
各
地
域
で
切
磋
琢

磨
し
大
会
気
運
を
盛
り
上
げ
て
い
く

こ
と
が
重
要
。こ
の
た
め
、「
チ
ー
ム
宮

崎
」一
丸
と
な
り
、令
和
元
年
度
か
ら

出
品
対
策
に
取
り
組
ん
で
お
り
、新

年
度
予
算
案
で
は
各
種
支
援
策
を
盛

り
込
ん
だ
。３
度
の
最
高
賞
獲
得
は
、

生
産
者
の
誇
り
を
大
き
く
高
め
、飛

躍
的
な
宮
崎
牛
の
Ｐ
Ｒ
に
つ
な
が
っ

た
。「
日
本
一の
努
力
と
準
備
」で
前
人

未
踏
の
４
大
会
連
続
内
閣
総
理
大
臣

賞
の
獲
得
を
目
指
す
。

　

県
は
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
も

活
用
し
、収
入
保
険
へ
の
加
入
支
援

を
行
う
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　

知
事　

農
業
経
営
収
入
保
険
制

度
は
、農
業
者
が
自
ら
納
得
し
て
加

入
し
、継
続
加
入
す
る
こ
と
が
重
要

と
考
え
て
い
る
。ま
た
、交
付
金
活
用

に
係
る
農
水
省
通
知
を
２
月
末
に
市

町
村
に
周
知
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、そ

の
取
扱
は
市
町
村
で
判
断
さ
れ
る
も

の
と
考
え
て
い
る
。今
後
と
も
加
入

促
進
に
向
け
て
様
々
な
形
で
取
組
を

進
め
て
ま
い
り
た
い
。

　

高
等
学
校
の
適
正
規
模
で
あ
る
１

学
年
４
～
８
学
級
、１
学
級
40
人
を

見
直
す
べ
き
で
あ
る
。

　

教
育
長　

来
年
度
か
ら
の
高
等
学

校
教
育
整
備
基
本
方
針
で
は
適
正
規

模
を
見
直
し「
一
定
規
模
の
教
育
環
境

を
提
供
す
る
」と
し
た
。

　

１
学
級
40
人
を
下
回
っ
た
場
合
、

統
廃
合
の
対
象
と
な
る
の
か
。

　

教
育
長　

１
学
級
40
人
は
、あ
く

ま
で
も
学
級
編
制
を
行
う
上
で
の
標

準
人
数
で
あ
り
、そ
れ
を
下
回
っ
た
場

合
で
も
、統
廃
合
を
前
提
と
は
し
な

い
。

答

答

答

答

答

答

答答

問

問

問

問

問

問

問問

代表質問・一般質問　用語解説
※１　被災者生活再建支援制度

※２　扶養照会

国の被災者生活再建支援法に基づき、自然災害により都道府県や
市町村において、一定以上の被害が発生した場合に、居住する住宅
が全壊するなど、生活基盤に著しい被害を受けた世帯に対し、都道
府県が相互扶助の観点から住宅の被害程度やその再建方法に応
じて支援金を支給する制度

生活保護の申請があった時、申請者の親族等のうち、扶養が期待
できる方に対して仕送りなどの経済的支援や申請者との交流継続
などの精神的支援の可否について福祉事務所が照会するもの
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県
議
会
の
動
き

■
発
行・編

集
／
宮
崎
県
議
会
　
宮
崎
市
橘
通
東
２
丁
目
10番

１
号（
〒８８０

-８５０１
）　
☎
０９８５

-２６
-７２１７（

宮
崎
県
議
会
事
務
局
政
策
調
査
課
）

N
o.78

　
令
和
3年
4月
1日
発
行

表紙の花 ：ハゴロモジャスミン
（花言葉は、優雅、喜び、清純）

　 動画配信サイトYouTubeの「宮崎県議会公式ちゃんねる」にて、２月定例県議
会の様子をまとめたテレビ番組「県議会だより」を配信予定です。また、２～３ペー
ジに掲載した議員の質問動画も配信していきますので、ぜひご覧ください。

特別委員会
特別委員会では、県政の重要課題について調査事項を定め、県執行部や関係団体等と
の意見交換や現地調査等、様々な活動を１年間実施しました。その調査結果
を踏まえ、県執行部に対し次のとおり提言や要望を行いました。
各委員会の調査概要や提案・要望は、委員会報告書としてまとめられており、
詳細は、右のQRコードからご覧いただけます。

新型コロナウイルス等感染症対策特別委員会

スポーツ振興対策特別委員会

持続可能な地域づくり対策特別委員会

○ＰＣＲ検査等について、感染拡大防止と県民の安心確保のため、検査体制を一層拡充していくこと 
○感染者等に対する誹謗中傷などがなくなるよう、学校をはじめとして、取組を一層強化していくこと 
○児童生徒の学びを保障していくため、感染拡大の影響を最小限に止めることができるよう全力で取り組むこと 
○切れ目なく効果的な経済対策を実施していくとともに、雇用対策に万全を期すこと

○未普及競技の競技人口拡大に向け、競技ごとの事情に沿った支援を行うこと 
○スポーツ指導者が年代ごとの適切な指導方法などを共有できる場をつくること
○学校内の体育施設の整備など、練習環境の充実に向けた取組を積極的に行うこと 
○他県と本県とを比較分析し、スポーツランドみやざきの全県化に向けた大局的な戦略を立てること

○稼げる農業の推進を通して外貨を獲得するなど、地域経済を好循環させる取組を行うこと
○テレワーク環境の整備などにより、大都市からの移住者を本県に呼び込む施策を実施すること
○県総合計画の各目標に基づく着実な政策の評価を行い、持続可能な宮崎県の実現を図ること
○地方回帰の流れをチャンスと捉え、さまざまな課題に対して全庁的な施策を推進すること

①本県の地域医療体制等に関すること　　②感染症予防等への対応に関すること　　
③学校における対応に関すること　　④県内の産業・観光（インバウンド）の影響と復興に関すること

①天皇杯獲得に向けた選手の発掘や育成に関すること　　②指導者育成に関すること　　
③体育施設の充実に関すること　　④スポーツランドみやざきの更なる推進に関すること

①地域経済循環に関すること　　②地域づくりを担う人材育成・確保に関すること　　
③SDGｓに関すること　　④中山間地域の振興に関すること

調査事項

調査事項

調査事項

主な提言・要望

主な提言・要望

主な提言・要望

　県議会では、新型コロナウイルス感染防止対策として、傍聴の際に、マスク着
用や手指消毒、検温等へのご協力をお願いしております。
　また、インターネットによる本会議の生中継や録画中継も行っており、パソコ
ンやスマートフォン、タブレットでご覧いただけますので、是非ご活用ください。

↑上のQRコードから県議会の中継サイト（右）にアクセスできます。

県議会事務局総務課　☎ 0985-26-7215

県議会事務局政策調査課　☎ 0985-26-7217

傍聴に関する問い合わせ

インターネット中継に関する問い合わせ

議会傍聴・インターネット中継について

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
●
常
任
委
員
会（
閉
会
中
）

●
４
月
臨
時
会

●
特
別
委
員
会（
閉
会
中
）

６
月
定
例
会

●
特
別
委
員
会（
閉
会
中
）

●
常
任
委
員
会（
閉
会
中
）

９
月
定
例
会

11
月
定
例
会

●
特
別
委
員
会（
閉
会
中
）

●
常
任
委
員
会（
閉
会
中
）

●
特
別
委
員
会（
閉
会
中
）

●
常
任
委
員
会（
閉
会
中
）

２
月
定
例
会

令和3年度の年間予定

４
月
15
日
～
16
日

６
月
14
日
～
30
日

９
月
６
日
～
10
月
11
日

11
月
25
日
～
12
月
13
日

２
月
17
日
～
３
月
16
日


